


















































































































































































































までになりました。このうちの1000m の世界記録は専修大学 OB の堀
井学選手です。しかし、長距離種目がどうしても勝てませんでした。私
はカルガリーオリンピックが終わってから JOC 高地トレーニング医・
科学サポート班の委員をしていました。スピードスケート選手に対する
高地トレーニングのサポートをしようとしたのですが、スピードスケー
トにはマラソンの選手が行っているような高地（標高2000m 以上）に
スケートリンクがありません。もしあったとしても学生たちには授業が
あり、簡単には導入できません。
　そこで、人工的な低酸素装置を考えました。一般的に「低酸素トレー
ニング」と言えば「高地」というイメージがあります。高地にいくと気
圧が下がり、気圧が下がった分だけ酸素分圧が下がります。この状態を
平地において再現しようとするとなると、気圧を下げる装置として数億
円もかかるため、これを導入するのには無理がありました。そこで、窒
素発生機を使って空気中の酸素と窒素を分離し、窒素の多い分だけ酸素
が少なくなる、常圧低酸素室を作りました。窒素発生機は野菜や貴金属
を保存するために使われているものです。
　学生たちは夜9時から朝7時までこの低酸素室に滞在し、昼間は授業
の合間に低酸素を吸いながら30分から1時間運動をする。そして午後
は通常のトレーニングを行うという生活を2週間続けたところ、選手が
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毎週測定している自転車エルゴメーターでのパワーが大幅に向上したの
です。これは効果があると思いました。このトレーニングはその後何回
も繰り返しましたが、明らかに低酸素トレーニングを行った後に大きな
パワーが発揮されることが分かりました。
　そこで、長野オリンピックの前年から低酸素トレーニングを行ってオ
リンピックに臨む計画を立てました。長野オリンピックの競技会場から
車で5分ほどのところに民家を借り、その家の庭に装置を設置して、こ
の装置で作った低酸素を家の部屋の一室に送り込み、そこで寝泊まりす
ることができるようにしたのです。
　そして、長野オリンピックの1年前のシーズンに、白幡圭史選手（専
修大学出身）が8日間の低酸素トレーニングを行って臨んだ全日本選手
権大会で5000m の国内最高記録を樹立して優勝しました。また、その
2ヶ月後の世界選手権大会でも同様の低酸素トレーニングを行い、総合
2位という快挙を打ち立てました。この方法で良いことを確認すると同
時に、「オリンピックでメダルがとれるかもしれない」という期待も高
まりました。
　そして、長野オリンピックに向けて春から合計6回の低酸素トレーニ
ングを行ってオリンピックに臨み、7位に入賞しました。この結果は、
私としては満足のいくものではありませんでした。
　次のソルトレイクシティ・オリンピックに向けてさらに徹底的に計画
を立てました。年に6回の低酸素トレーニングに加えてオリンピックが
行われるソルトレイクシティから車で1時間程はなれた標高2200m の
パーク・シティに滞在しながらのトレーニングも行いました。そしても
ちろん、オリンピック直前はパーク・シティに滞在しながら最後のトレ
ーニングを行い、万全をきしました。
　しかし、期待していた白幡選手の5000m の成績は13位でした。レ
ースの後、彼に、「外国選手と競って前半からあんなにスピードを出し
てしまっては自分の力が100％発揮できない」話をしましたが、彼は
「自分は勝負したかったから悔いはない」と言っていました。私は悔い
が残りましたので、平地と高地における運動中の血中乳酸濃度や
SpO2の話をしました。たとえ準高地（ソルトレイクシティは標高
1400m）であっても酸素は希薄になります。力を入れて滑ると筋中の
グリコーゲンが使われ、それに伴って乳酸が産生されます。この乳酸は
他の筋線維や心筋線維によって酸素と結合して再利用されるので、平地
のように酸素が十分で、ある程度のスピードなら乳酸が蓄積することは
ありません。しかし、酸素がとりこみにくいところでは、同じ運動でも
処理が遅れた乳酸が蓄積してしまいます。だから、最初から速いスピー
ドで滑る外国選手と競ってスピードを出すことは返って早く疲労を招い
てしまいます。そんなことを話しました。日頃のトレーニングの中で彼
も分かっていたことなのです。それ以後、彼とはレースについて話をし
ませんでしたが、2週間後、彼はすばらしいペース配分で10000m を
滑り、4位に入賞しました。
　成績というものは単純に「低酸素トレーニングをやったから勝てる」
と言えるものではありません。勝敗には色々な要素があります。それら
すべてを網羅して試合に臨まなければなりません。
　今日の「スポーツ科学の可能性と限界」というテーマからみて、これ
までの話を皆さんはどのように受け止めたでしょうか。
　常識的なことを、やっているだけでは世界で勝つことはできません。
今日ご紹介しましたように、私は新しい滑走法に挑戦したわけですが、
実はこの滑走法に十分な科学的裏付けがあった訳ではありません。イメ
ージトレーニング法も体の中で何かが起きていることはわかりましたが、
はっきりとしたことはまだ研究を進めなくてはならないでしょう。また、
ローラースケートやイメージトレーニングだけで強くなれるのかと揶揄
されることもありました。「寝ていて強くなれるのか」「低酸素で事故で
も起きたらどうするのか」という声がありましたが、それでも私は「こ
れしかない」という強い気持ちでやり抜きました。科学的な十分な裏付
けはないけれど、効果があるかやってみなければわからないけれど挑戦
しました。常識的にわかっていることなら世界中の誰もがやっています。
「世界への挑戦」とは、誰もやっていない新たな方法への挑戦でもあり
ました。
※
　私が世界に向かって挑戦してきた過程においては、いろんな協力があ
りました。イメージトレーニングでどん底から立ち上がるきっかけをつ
くってくれた鉾山さんが今日いらしています。どうぞ拍手をお願いいた
します。また、低酸素室の試作においては、私のアイデアに対して無償
で協力してくれた企業がありました。また、専修大学の教職員の皆さん
にも多くの協力をいただきました。この場をかりて感謝申し上げます。
そして、なにより、やってみなければわからない挑戦に、私と一緒に取
り組んでくれた専修大学の学生に感謝しています。
